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私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
漫
画
や

雑
誌
を
読
む
の
が
好
き
だ
。
ふ

と
、
作
品
た
ち
の
背
景
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
私
た

ち
が
手
に
取
る
作
品
一
つ
ひ
と

つ
に
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち

の
努
力
や
苦
労
が
詰
ま
っ
て
い

る
だ
ろ
う

先
月
13
日
、
政
府

は
国
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
業
者
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る

海
賊
版
サ
イ
ト
へ
の
接
続
遮
断

を
促
す
対
策
を
行
う
こ
と
を
決

定
し
た

い
わ
ゆ
る
海
賊
版

サ
イ
ト
と
は
、
漫
画
や
雑
誌
を

無
断
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
し
、
無
料
で
利
用
者
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
サ
イ
ト

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ト

の
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、
国

内
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
は
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
る

作
品

か
ら
の
微
々
た
る
収
益
で
創
作

活
動
を
続
け
て
い
る
若
手
の
ク

リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
は
、
こ
の
サ

イ
ト
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
い
る
。
彼
ら
の
創
作
活

動
が
困
難
と
な
る
こ
と
で
、
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
の
未
来
に
は
陰

り
が
見
え
て
く
る

今
回
は

政
府
が
対
策
を
打
ち
出
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
改
善
の
兆
し
が
見

え
た
が
、
そ
れ
は
も
は
や
い
た

ち
ご
っ
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
。

動
画
や
音
楽
な
ど
の
多
く
の
コ

ン
テ
ン
ツ
が
無
料
で
公
開
さ

れ
、
そ
れ
ら
を
無
料
で
閲
覧
で

き
る
こ
と
を
当
た
り
前
と
考
え

る
人
が
増
え
て
い
る

コ
ン

テ
ン
ツ
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち

の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
見
る
た
め
に
は
、
対
価
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

扉の一言

我
々
は
10
年
以
内
に
月
へ
行
く
。

容
易
だ
か
ら
で
は
な
い
。

困
難
だ
か
ら
そ
う
す
る
の
だ
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Ｆ
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探
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部
室
だ
よ
り

　
Ｋ
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◦
６
面
入
学
式
当
日
の
勧
誘
活
動
規
制
を
問
う
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実行委員長の有村さん（左）と本部長の平田さん

10
連
覇
へ
の「
覚
悟
」

第
41
回
総
合
関
関
戦

　
本
学
体
育
会
と
関
西
大
学
体
育

会
が
対
戦
す
る
、
伝
統
の
総
合
関

関
戦
。41
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、

６
月
15
日
（
金
）
か
ら
17
日
（
日
）

の
３
日
間
、
関
西
大
学
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
開
催
さ
れ
る
。
本
学
は
史
上

初
と
な
る
10
連
覇
を
目
指
す
。

　
今
回
の
関
関
戦
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
覚
悟
」
で
あ
る
。
お
互
い
覚

悟
を
決
め
て
、
本
気
で
ぶ
つ
か
り

合
お
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
関
西
大
学
が
ホ
ー
ム
に

な
る
今
回
の
課
題
は
、
本
学
の
一

般
学
生
を
中
心
と
し
た
集
客
で
あ

る
。
期
間
中
は
、
前
後
に
試
合
が

あ
る
部
同
士
で
積
極
的
に
応
援
し

合
っ
て
も
ら
う
。
実
行
委
員
長
の

有
村
拓
士
さ
ん
（
人
福
・
３
）
は 

「
団
結
式
は
本
学
で
開
催
さ
れ
る

の
で
、
団
結
式
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
一
般
学
生
の
方
に
も
ぜ
ひ
会

場
ま
で
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
す
。

　
体
育
会
学
生
本
部
で
は
、
統
一

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作

成
し
、
開
閉
会
式
で
各
部
の
部
員

に
着
用
し
て
も
ら
う
予
定
だ
。
ま

た
、
各
部
１
名
ず
つ
実
行
委
員
を

派
遣
し
て
も
ら
い
、
学
内
で
の
う

ち
わ
配
布
等
、
情
宣
活
動
に
も
よ

り
一
層
力
を
入
れ
る
と
い
う
。
学

生
本
部
本
部
長
の
平
田
一
裕
さ

ん
（
人
福
・
４
）
は
「
今
年
度
の

体
育
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る

『
繋
が
り
』
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

各
部
の
連
帯
感
、
そ
し
て
関
学
と

し
て
の
一
体
感
を
高
め
て
い
き
た

い
」
と
語
る
。

　
最
後
に
、
関
関
戦
に
臨
む
２
人

の
「
覚
悟
」
を
聞
い
た
。
有
村
さ

ん
は
「
勝
ち
続
け
る
こ
と
は
難
し

い
。
そ
れ
で
も
関
学
ら
し
く
体
育

会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る『NOBLE 

STUBBORNNESS

（
高
貴
な

る
粘
り
）』
で
、
勝
ち
方
に
も
こ

だ
わ
る
姿
勢
を
お
見
せ
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
平
田
さ
ん
は
「
10
連

覇
は
自
分
ひ
と
り
で
達
成
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が

体
育
会
の
代
表
と
し
て
、
関
学
の

代
表
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

に
、
各
部
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
全
力

を
注
ぎ
た
い
」
と
語
っ
た
。
本
学

体
育
会
の
活
躍
を
応
援
し
、
10
連

覇
と
い
う
歴
史
的
な
瞬
間
に
立
ち

会
い
た
い
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

第41回　総合関関戦 日程表

学生証で美術館・博物館が無料に
〜美術館・博物館キャンパスメンバーズ〜

　
学
校
法
人
関
西
学
院
は
、
今
年

４
月
か
ら
京
都
国
立
博
物
館
や
国

立
国
際
美
術
館
等
と
の
連
携
制
度

に
加
入
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

こ
の
連
携
制
度
で
は
、
学
生
証
・

教
職
員
証
を
博
物
館
等
の
窓
口
で

提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
設

展
は
無
料
で
観
覧
で
き
る
。
ま
た
、

特
別
展
は
割
引
料
金
で
観
覧
可
能

に
な
る
と
い
っ
た
特
典
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
本
学
が
こ
の
連
携

制
度
に
加
入
し
た
の
か
。
学
校
法

人
関
西
学
院
常
任
理
事･

副
学
長

を
務
め
る
柳
屋
孝
安
法
学
部
教
授

よ
る
と
、
本
学
が
創
立
１
５
０
周

年
と
な
る
２
０
３
９
年
に
向
け
て

掲
げ
て
い
る
超
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
・

長
期
戦
略
で
あ
る
「KW

ANSEI 
GRA

ND CHA
LLENGE 

2039

」が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　
「KW

A
NSEI GRA

ND 
CHALLENGE 2039

」
で
は
、

全
て
の
本
学
の
学
生
が
学
部
の
区

別
無
く
卒
業
段
階
で
共
通
し
て
身

に
つ
け
て
お
く
べ
き
知
識･

能
力･

資
質
を
「Kwansei

コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
」
と
し
て
定
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
中
で
重
要
な
役
割
を
持
つ

「
文
化
的･

芸
術
的
素
養
」
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
回
の

連
携
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
ま
た
、
本
学
は
文
部
科
学
省
か

ら
Ｓ
Ｇ
Ｕ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
）
の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
海
外
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ

る
。
海
外
に
留
学
等
で
渡
航
し
た

場
合
、自
国
の
文
化
を
説
明
で
き
、

さ
ら
に
自
ら
の
感
性
を
磨
く
た
め

に
は
博
物
館
や
美
術
館
の
存
在
が

必
要
で
あ
る
。こ
の
連
携
制
度
は
、

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
柳
屋
教
授
は
「
時
間

が
あ
る
と
き
は
芸
術
に
触
れ
て
、

自
ら
の
感
性
を
磨
い
て
ほ
し
い
で

す
。
今
回
の
連
携
制
度
は
留
学
生

で
も
使
え
る
の
で
、
ぜ
ひ
本
学
の

学
生
は
留
学
生
と
一
緒
に
博
物

館
・
美
術
館
を
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
博
物
館
・
美
術
館

の
利
用
を
促
し
た
。

︿
対
象
と
な
る
美
術
館･

博
物
館
﹀

京
都
国
立
博
物
館
、
奈
良
国
立
博

物
館
、
国
立
国
際
美
術
館
、
京
都

国
立
近
代
美
術
館
、
兵
庫
県
立
美

術
館
、
横
尾
忠
則
現
代
美
術
館
、

頴
川
美
術
館

日　程 種　目 試　合　時　間 場　所

6/15
バスケットボール

女子：16：30 〜
東体育館メインアリーナ

男子：18：15 〜
アイスホッケー 17：00 〜 19：30 たかつきアイスアリーナ

6/16

ソフトテニス 10：00 〜 17：00 ソフトテニスコート
準硬式野球 10：00 〜 15：00 KAISERS BASEBALL FIELD

ラクロス
女子：10：30 〜 11：35

中央グラウンド
男子：12：15 〜 14：00

拳法 10：30 〜 11：30 凱風館３F 道場
相撲 12：30 〜 13：30 新凱風館 1F 相撲場

ハンドボール
女子：13：30 〜 14：30

中央体育館メインアリーナ
男子：15：00 〜 16：00

剣道 13：30 〜 16：00 中央体育館サブアリーナＢ

陸上ホッケー
男子：15：05 〜 16：20

中央グラウンド
女子：16：40 〜 17：55

卓球 15：00 〜 17：30 東体育館メインアリーナ

6/17

空手道 11：20 〜 12：10 凱風館３Ｆ道場
レスリング 10：00 〜 11：00 中央体育館レスリング場
器械体操 11：00 〜 15：00 東体育館 B1F 器械体操練習場
フェンシング 10：30 〜 15：30 中央体育館サブアリーナＢ

バレーボール
女子：10：30 〜 12：30

東体育館メインアリーナ
男子：13：30 〜 16：00

合気道 13：00 〜 14：00 養心館柔道場
アイススケート 11：30 〜 16：00 たかつきアイスアリーナ
サッカー 10：00 〜 12：00 中央グラウンド
古武道 12：00 〜 13：00 中央体育館サブアリーナ A
バドミントン 12：00 〜 15：00 中央体育館メインアリーナ
野球 13：00 〜 15：00 KAISERS BASEBALL FIELD

6/16
～

6/17
航空 10：00 〜 15：00 福井空港
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な
っ
た
理
由
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
ク
ラ
ブ
に
文
学
部
と
社
会
学

部
に
所
属
す
る
学
生
が
多
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。

　
平
田
さ
ん
が
１
年
生
の
時
に
、

チ
ャ
ペ
ル
で
演
奏
し
て
い
た
他
団

体
を
見
た
こ
と
も
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。「
こ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
自
分
た
ち
も

チ
ャ
ペ
ル
で
演
奏
が
し
て
み
た

い
」。
演
奏
し
て
い
る
姿
を
見
て

そ
う
思
っ
た
と
い
う
。
こ
の
平
田

さ
ん
自
身
の
想
い
も
今
回
の
チ
ャ

ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
チ
ャ
ペ
ル
で
の
演
奏
を
機

に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
興
味

を
も
っ
て
ほ
し
い
」
と
平
田
さ
ん

は
語
る
。部
員
の
想
い
を
乗
せ
た
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
音
色
。
今

度
は
、
あ
な
た
が
新
入
生
に
届
け

る
番
か
も
し
れ
な
い
。

KGニュース
　
４
月
12
日
か
ら
２
日
間
、
西
宮

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｇ
号
館
の
会

議
室
に
て
、
本
学
最
大
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
団
体
紹
介
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｅ
Ｘ
Ｐ

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
語
る
の
は
、
文

化
総
部
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ

ブ
部
長
の
平
田
萌
絵
さ
ん
（
文
・

３
）
だ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク

ラ
ブ
は
今
月
３
日
に
文
学
部
チ
ャ

ペ
ル
で
、
８
日
に
は
社
会
学
部

チ
ャ
ペ
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

た
。
有
名
な
ギ
タ
ー
曲
か
ら
、
誰

も
が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
の
あ

る
名
曲
を
集
め
た
メ
ド
レ
ー
を
披

露
し
、
新
入
生
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
な
ら
で
は
の
サ
ウ
ン
ド
を
伝

え
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
毎
回
、

こ
の
音
色
を
後
世
に

〜
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ 

チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
〜

こ
の
音
色
を
後
世
に

〜
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ 

チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
〜

新しい出会いを提供
ボランティアEXPOボランティアEXPO

西宮北口にアフタースクール開校西宮北口にアフタースクール開校

新たな学舎生まれる新たな学舎生まれる
　
阪
急
西
宮
北
口
駅
に
、
新
た
な

学
び
の
場
が
誕
生
す
る
。
来
年
４

月
よ
り
、
学
校
法
人
関
西
学
院

は
西
宮
北
口
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以

下
、
西
北
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
関
西
学
院 

CRESCENT SCHOOL
（
以

下
、
関
学
Ｃ
Ｓ
）
を
開
校
す
る
。

対
象
は
本
学
初
等
部
の
児
童
や
、

地
域
の
児
童
も
含
め
50
名
の
予
定

だ
。

10
名
ほ
ど
の
部
員
が
参
加
し
、
部

の
雰
囲
気
も
共
に
伝
え
る
。
今
回

は
新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
新

Ｏ
が
開
催
さ
れ
た
。
11
回
目
の
開

催
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
祭

り
。
例
年
よ
り
楽
し
い
雰
囲
気
づ

く
り
に
力
を
入
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
学
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
、
本
学
の
学
生

が
在
籍
す
る
15
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
団
体
の
合
同
企
画
だ
。
毎

年
春
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
識
は
あ

る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

に
詳
し
く
な
い
新
入
生
を
対
象
に

催
さ
れ
て
い
る
。
会
場
に
は
活
動

内
容
に
関
す
る
展
示
や
、
各
団
体

か
ら
説
明
を
受
け
ら
れ
る
ブ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
来
場
者
が
自
分
に

合
っ
た
団
体
を
見
つ
け
や
す
く
す

る
新
企
画
が
行
わ
れ
た
。
学
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ブ
ー
ス
で

の
お
み
く
じ
と
、
ジ
ャ
ン
ル
別
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
適
性
チ
ャ
ー
ト
だ
。

お
み
く
じ
は
興
味
の
あ
る
ジ
ャ
ン

ル
が
決
ま
っ
て
い
な
い
来
場
者
に

向
け
て
行
わ
れ
た
。
ジ
ャ
ン
ル
別

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
適
性
チ
ャ
ー
ト
で

は
、
興
味
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
は
決

ま
っ
て
い
る
が
、
ど
の
団
体
が
近

い
の
か
分
か
ら
な
い
来
場
者
に
向

け
て
、
団
体
を
紹
介
し
た
。
多
く

の
来
場
者
が
こ
の
企
画
に
参
加
し

た
と
い
う
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
実

行
委
員
長
の
西
岡
か
り
ん
さ
ん 

（
文
・
２
）
は
「
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
新
入
生
に
は
『
居

場
所
』
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た

か
っ
た
。
こ
こ
で
の
『
居
場
所
』

と
は
単
な
る
空
間
的
な
意
味
で
は

な
く
、
大
学
生
活
を
送
る
う
え
で

所
属
し
た
い
と
思
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
団
体
や
、
関
係
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
え
る
人
と
い

う
意
味
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
通
し
て
、
少
し
で
も
新
入
生
に

良
い
出
会
い
を
提
供
で
き
て
い
れ

ば
」
と
話
し
た
。

　
来
場
者
の
半
分
が
回
答
し
た
任

意
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
有
意
義
で
あ
っ
た
と
い

う
意
見
が
99
％
に
上
っ
た
。
今
後

も
、
各
団
体
と
学
生
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
様
々
な
活
動
を
予
定

入
生
が
足
を
運
ん
だ
。

　
今
回
の
チ
ャ
ペ
ル
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

ク
ラ
ブ
を
身
近
な
存
在
と
し
て
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
。
今
年
は
３
年
生
の
幹
部
で
話

し
合
っ
た
際
、
チ
ャ
ペ
ル
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
な
ら
ば
新
入
生
が
た
く

さ
ん
参
加
し
て
く
れ
る
と
考
え
、

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
方

針
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う

の
は
、
文
学
部
と
社
会
学
部
に

絞
っ
た
。
文
学
部
と
社
会
学
部
に 祭りをテーマとした会場

チャペルでの四重奏の様子

開催を機に交流を深めた各団体

　
関
学
Ｃ
Ｓ
は
、
放
課
後
の
居
場

所
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
英
語
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
も
含
ん
だ
多
彩
な
学
び
が
提
供

さ
れ
る
予
定
だ
。
ま
た
、
教
育
学

部
の
学
生
と
も
連
携
し
、
教
員
志

望
の
学
生
の
実
践
の
場
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
西
北
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
現
在
建

設
中
の
（
仮
称
）
阪
急
西
宮
北
口

ビ
ル
の
７
階
か
ら
10
階
ま
で
を
借

り
受
け
開
設
さ
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
の
主
な
利
用
は
本
学
法
科
大
学

院
だ
が
、
そ
の
一
部
に
関
西
学

院 NISHIKITA CROSS

（
以

下
、
関
学
Ｎ
Ｃ
）
と
呼
ば
れ
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
。
関
学
Ｎ
Ｃ

は
情
報
発
信
を
目
的
に
設
置
さ
れ
、

そ
の
一
部
の
時
間
を
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
と
し
て
運
営
す
る
予
定
だ
。

　
法
人
部
の
森
隆
史
さ
ん
は
「
阪

急
西
宮
北
口
駅
は
、
本
学
初
等
部

の
児
童
の
半
数
が
利
用
す
る
駅

だ
。
駅
直
結
の
西
北
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
児
童
の
保
護
者
の
方
々
に
安

心
し
て
預
け
て
も
ら
え
、
迎
え
に

来
や
す
い
良
い
立
地
だ
」
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
関
学
Ｃ
Ｓ
と
の
連

携
は
全
学
部
の
学
生
に
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。「
ぜ
ひ
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
関

学
Ｎ
Ｃ
全
体
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
」。
そ
う
語
る
の
は
広
報
室
の

横
川
修
さ
ん
だ
。
横
川
さ
ん
は
学

生
に
は
ま
ず
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
学
び
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
も
関
学
Ｎ
Ｃ
を
活
用
し
て
ほ
し

い
と
話
し
た
。

　
昨
今
、
共
働
き
に
よ
る
待
機
児

童
問
題
や
、
男
性
側
の
育
児
休
業

へ
の
意
識
変
化
も
起
こ
っ
て
い

る
。
関
学
Ｃ
Ｓ
は
社
会
の
動
き
に

合
わ
せ
た
、
新
た
な
学
び
舎
に
な

る
だ
ろ
う
。（
Ａ
・
Ｍ
）

し
て
い
る
。
大
学
で
の
新
た
な
居

場
所
を
探
し
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
ほ
し
い
。
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情
報
を
手
に
入
れ
る
良
い
機
会
で

あ
る
。
海
外
の
情
報
は
紙
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
足
り
な
い

こ
と
が
多
い
。
現
地
の
留
学
生
の

「
生
の
声
」
を
聴
い
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
他
に
、
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

で
は
、
留
学
生
の
故
郷
の
郷
土
料

理
が
味
わ
え
る
「
各
国
ラ
ン
チ

フ
ェ
ア
」（
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
に

て
開
催
）
や
飲
み
物
片
手
に
、
自

由
に
話
す
「
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」、

日
本
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
。

参
加
者
に
向
け
て

　
最
後
に
葉
佐
さ
ん
は
「
日
本
の

文
化
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
ま
っ

た
く
違
う
文
化
を
見
て
ほ
し
い
で

す
。
ぜ
ひ
、
自
分
で
新
し
い
扉
を

開
き
、
海
外
へ
と
目
を
向
け
て
ほ

し
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

〈
Ｓ
Ｇ
Ｕ
と
は
〉

　
海
外
の
大
学
と
の
連
携
な
ど
を
通

じ
て
、
徹
底
し
た
国
際
化
を
進
め

て
、
世
界
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
を
行

う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
を
重
点
支

援
す
る
た
め
に
文
部
科
学
省
が
創
設

し
た
事
業
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｕ
に
は
、
ト
ッ
プ
型
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
牽
引
型（
実
績
を
基
に
、

新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
牽
引
す
る
大
学
）
の

２
つ
が
あ
る
。
本
学
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
牽
引
型
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
の

詳
細
は
こ
ち
ら

KGニュース
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論説日進月歩日進月歩
　
先
月
4
日
、
大
相
撲
春
巡
業
の

「
舞
鶴
場
所
」
に
て
土
俵
上
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
た
多
々
見
良
三

市
長
（
67
）
が
、
く
も
膜
下
出
血

で
倒
れ
た
。
市
長
は
病
院
へ
運
ば

れ
、
命
に
別
条
は
な
い
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
一
件
は
、
市
長
の
無

事
で
解
決
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
市
長
が
倒
れ
た
際
、
市
長
の
救

命
措
置
を
行
お
う
と
観
客
席
か
ら

複
数
名
が
土
俵
へ
と
上
が
っ
た
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
た

観
客
だ
が
、
そ
の
観
客
に
対
し
て

「
土
俵
か
ら
降
り
て
く
だ
さ
い
」

と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。
理

由
は
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
観

客
が
女
性
で
あ
っ
た
た
め
だ
。
観

客
席
か
ら
「
女
性
を
土
俵
に
上
げ

て
い
い
の
か
」と
の
声
が
上
が
り
、

行
司
が
「
女
性
の
方
は
土
俵
か
ら

降
り
て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
た
の
だ
と
い
う
。

　
倒
れ
た
市
長
の
救
命
措
置
を

行
っ
て
い
た
女
性
が
土
俵
か
ら
降

り
た
の
ち
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
以
上
に

衝
撃
的
な
出
来
事
が
起
こ
る
。
土

俵
に
大
量
の
塩
が
ま
か
れ
た
の

だ
。
相
撲
協
会
は
「
け
が
の
連
鎖

こ
れ
に
対
し
中
川
市
長
は
「
多
々

見
市
長
と
同
じ
役
職
で
あ
り
な
が

ら
、
土
俵
上
で
あ
い
さ
つ
が
で
き

な
い
の
は
悔
し
い
。
伝
統
は
大
事

だ
が
、
変
え
る
べ
き
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
土
俵

下
で
の
あ
い
さ
つ
中
に
述
べ
た
。

同
じ
市
長
と
い
う
立
場
で
あ
り
な

が
ら
、
た
だ
性
差
ゆ
え
に
待
遇
を

変
え
る
こ
と
は
、
性
差
別
と
呼
ぶ

に
十
分
だ
ろ
う
。

　
加
え
て
、
静
岡
市
で
同
月
８
日

に
開
催
さ
れ
た
「
富
士
山
静
岡
場

所
」
に
お
い
て
、
力
士
が
小
学
生

ら
に
稽
古
を
付
け
る
「
ち
び
っ
こ

相
撲
」
に
、
昨
年
ま
で
は
土
俵
に

上
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た
女

子
児
童
の
参
加
が
拒
否
さ
れ
た
。

理
由
の
説
明
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
ち
ら
に
至
っ
て
は
、
伝
統
で
す

ら
な
い
。説
明
も
な
い
と
な
れ
ば
、

性
差
別
を
指
摘
さ
れ
た
相
撲
協
会

の
幼
稚
な
逆
上
と
と
ら
え
る
の
が

自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
中
川
市
長
も
言
う
よ
う
に
、
確

か
に
伝
統
は
大
切
に
す
べ
き
だ
。

し
か
し
、
人
間
は
差
別
や
迫
害
を

繰
り
返
し
て
お
り
、
少
し
ず
つ
そ

れ
ら
を
取
り
除
き
続
け
て
今
日
に

至
る
。
す
な
わ
ち
、
長
く
続
く
も

の
に
は
そ
れ
だ
け
、
旧
時
代
の
負

の
遺
産
が
内
包
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。
伝
統

を
、
伝
統
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で

正
当
化
す
る
の
は
危
険
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
相
撲
協
会
の
問
題
意
識

の
低
さ
は
、
発
端
と
な
っ
た
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
対
す
る
、
相
撲
協
会
の

八
角
理
事
長
の
コ
メ
ン
ト
に
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。「
人
命
に
か
か
わ

る
状
況
に
は
不
適
切
な
対
応
だ
っ

た
」
と
し
て
謝
罪
し
て
い
る
の
だ

が
、
こ
の
言
い
方
で
は
「
女
性
は

穢
れ
な
の
で
通
常
は
土
俵
に
上
げ

を
防
ぐ
た
め
で
あ
り
、
女
性
軽
視

で
は
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
も
の
の
、
信
じ
る
に
値
す
る
か

は
甚
だ
疑
問
だ
。
こ
の
一
件
は
、

日
本
相
撲
協
会
が
抱
え
る
二
つ
の

腐
敗
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、
人
命
の
軽
視
だ
。

救
命
措
置
は
、
迅
速
さ
が
最
も
重

要
と
な
る
。
救
急
隊
員
が
到
着
す

る
ま
で
に
、
い
か
に
早
く
、
正
確

な
応
急
処
置
を
施
す
か
で
生
存
率

は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
応
急
処
置
を
中
止
さ

せ
た
と
な
れ
ば
そ
れ
は
人
命
の
軽

視
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
相
撲
協
会
の
人
命
軽
視
が
み
ら

れ
る
点
は
、こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

２
０
０
７
年
に
起
き
た
、
親
方
と

兄
弟
子
に
よ
る
新
弟
子
の
殺
害
に

至
る
ま
で
の
集
団
暴
行
や
、
記
憶

に
新
し
い
元
横
綱
日
馬
富
士
に
よ

る
傷
害
事
件
、
さ
ら
に
そ
の
い
ず

れ
も
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
相
撲
協

会
の
対
応
。
こ
の
現
状
を
表
す
た

め
に
、「
腐
敗
」
以
上
に
う
っ
て

つ
け
の
言
葉
は
な
い
。

　
二
つ
目
は
、
伝
統
と
銘
打
っ
て

平
然
と
行
わ
れ
る
性
差
別
だ
。
土

俵
は
女
人
禁
制
が
伝
統
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
明
確
な
理
由
は
不

明
だ
。
有
力
な
説
と
し
て
、
力
士

の
色
欲
を
絶
つ
た
め
、
女
性
の
出

産
や
生
理
を
「
穢
れ
」
と
み
な
し

て
い
る
た
め
、
な
ど
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
前
者
で
あ
っ
て
も
女
人

禁
制
の
正
当
な
理
由
と
は
言
い
が

た
い
が
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
な
お

さ
ら
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
相
撲
協
会
が
起
こ
す

問
題
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。
市
長
が
倒
れ
た
2
日
後
の
6

日
、
同
じ
く
春
巡
業
の
「
宝
塚
場

所
」
に
て
、
女
性
の
市
長
で
あ
る

中
川
智
子
市
長
（
70
）
の
土
俵
上

で
の
あ
い
さ
つ
を
拒
ん
だ
の
だ
。

る
こ
と
は
許
さ
な
い
が
、
男
性
を

助
け
る
た
め
な
ら
特
例
で
上
が
っ

て
も
よ
い
。
今
回
も
そ
う
対
応
す

る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
暗
に
言
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
本
件
に
お
け
る
最
大
の
問
題

は
、
こ
の
組
織
が
公
益
財
団
法
人

で
あ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
杯
も
存

在
す
る
、
い
わ
ば
国
の
お
墨
付
き

団
体
で
あ
る
こ
と
だ
。
日
本
の
国

技
と
し
て
も
、
国
内
外
に
お
い
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。
組
織
の
自
浄

作
用
に
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
公
の
団
体
と
し
て
の
地
位
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　
我
が
国
は
先
進
国
を
自
称
し
て

い
る
が
、
今
回
の
一
件
は
、
と
て

も
先
進
国
の
人
権
感
覚
と
は
思
い

が
た
い
。
公
的
団
体
が
こ
の
あ
り

さ
ま
で
は
、
我
々
の
倫
理
観
も
過

信
は
禁
物
だ
ろ
う
。
今
一
度
我
々

も
自
省
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
人

命
軽
視
と
性
差
別
を
断
固
と
し
て

糾
弾
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。（
Ｈ
・
Ａ
）

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ

Ｕ
」。
今
回
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
５

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う
ち
の
１
つ

で
あ
る
「
協
定
に
基
づ
く
海
外
派

遣
学
生
数
日
本
一
」
に
関
係
す
る

本
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
前
回
は
「
夏
休
み
に
、
留
学
を

体
験
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
観

点
か
ら
、
留
学
の
重
要
性
に
つ
い

て
触
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
留
学

は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の
だ
と
感

じ
て
い
る
学
生
も
多
い
。
そ
こ
で

今
回
は
、大
学
構
内
に
い
な
が
ら
、

留
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」

に
つ
い
て
国
際
教
育
・
協
力
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
の
葉
佐
賢
太

郎
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
と
は

　
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
と
は
年
に
１

度
、
６
月
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
る
、
留
学
生
と
本

学
生
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
企
画
さ
れ
た
、
１
週
間
に
わ

た
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
主
な
企
画
内
容
は
、
留
学
生
に

よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会

や
、
書
道
な
ど
の
日
本
文
化
体
験

で
あ
る
。
留
学
生
と
の
交
流
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
外
国
の
文
化
や

習
慣
、
海
外
か
ら
見
た
日
本
の
印

象
を
知
る
機
会
で
も
あ
る
。

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
の
意
義

　
本
学
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ

Ｇ
Ｕ
と
し
て
認
定
を
受
け
て
お

り
、
国
際
化
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
留
学
生
と
本
学
生
が

交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
以
前
か
ら

開
催
さ
れ
て
き
た
。

　
中
で
も
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
が
主
催
し

て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
ア
ワ
ー
に
は

促
進
す
る
た
め
、
様
々
な
教
員
や

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、
企
画
・
運

営
に
毎
年
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

し
て
、
12
回
目
を
迎
え
る
留
学
生

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
が
ま
た
今
年
も
６
月
に

や
っ
て
く
る
。

「
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
」
と

「
自
国
・
大
学
紹
介
」

　
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
で
中
心
と
な

る
イ
ベ
ン
ト
は
２
つ
あ
る
。
ま
ず

一
つ
目
は
、
６
月
15
日
の
１
時
限

目
、
２
時
限
目
に
行
わ
れ
る
「
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
」
だ
。
こ

の
発
表
会
は
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
が

開
催
さ
れ
る
前
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
も
の
で
、歴
史
が
長
い
。
毎
年
、

30
～
40
人
の
留
学
生
が
こ
の
発
表

会
に
参
加
し
て
い
る
。
ス
ピ
ー
チ

内
容
は
、「
日
本
の
生
活
」
や
、 

「
日
本
の
社
会
」
な
ど
硬
軟
織
り

交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
使
わ
れ
て
い

る
日
本
語
は
初
級
か
ら
超
級
レ
ベ

ル
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
３
分
間

以
内
で
発
表
す
る
。

　
「
最
近
は
、
テ
ー
マ
が
多
様
化

し
て
い
る
の
で
、
聞
い
て
い
る
私

た
ち
も
飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
葉
佐
さ
ん
は
話
す
。
例
年
、

１
時
限
目
、
２
時
限
目
の
比
較
的

早
い
時
間
に
開
催
さ
れ
て
い
る
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
に
は
、
本

学
生
も
観
覧
し
に
く
る
。
ぜ
ひ
、

１
時
限
目
、
２
時
限
目
が
空
い
て

い
る
人
は
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
と
双

璧
を
な
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
中

心
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
「
自
国
・

大
学
紹
介
」
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
海
外
協
定
校
か
ら
の

交
換
留
学
生
た
ち
に
よ
る
自
国
や

出
身
大
学
の
紹
介
を
行
う
。

　
交
換
留
学
や
海
外
旅
行
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
海
外
の

２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
参
加
人
数
が
多
い

た
め
、
参
加
者
の
中
に
は
全
員
が

自
由
に
話
し
、
交
流
す
る
機
会
が

十
分
で
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
と
い
う
。
一
方
、
留
学
生
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
は
、
留
学
生
と
話
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
人
に
こ
そ
来
て
も
ら

い
、
留
学
生
と
の
仲
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
留
学
生
も
本
学
生
と
気

軽
に
話
し
に
く
い
と
感
じ
て
い

る
。
行
動
力
の
あ
る
留
学
生
の
中

に
は
、
自
分
で
サ
ー
ク
ル
を
探

し
て
入
る
人
も
い
る
が
少
数
で
あ

る
。
本
学
生
と
の
間
に
溝
が
生
ま

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
留
学
生

も
多
い
。

　
葉
佐
さ
ん
は
「
こ
う
い
っ
た
本

学
生
や
留
学
生
た
ち
が
交
流
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

目
標
で
す
」
と
意
気
込
む
。

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
の
歴
史

　
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
の
歴
史
は
古

く
、
２
０
０
７
年
に
留
学
生
と
本

学
生
の
交
流
を
願
う
教
員
の
声
か

ら
始
ま
っ
た
。
開
始
当
初
は
、
留

学
生
が
母
国
の
料
理
を
作
っ
て
本

学
生
と
食
べ
、
留
学
生
が
日
本

の
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
だ
と
思
う
も
の
に
つ

い
て
話
す
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
１
５
年
か
ら
留

学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
の
運
営
担
当
に

な
っ
た
葉
佐
さ
ん
は
、
留
学
生
Ｗ

Ｅ
Ｅ
Ｋ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
主

旨
で
あ
る
「
本
学
生
と
留
学
生
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
」
に
加
え
、

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
要
素
を
加
え

る
」
と
い
う
思
い
で
内
容
を
練
り

直
し
た
。
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
を
通

じ
、
本
学
生
と
留
学
生
の
交
流
を

第19回追跡!! SGU
校内で異文化交流　　　　　
「留学生WEEK」はいかが
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情
報
を
手
に
入
れ
る
良
い
機
会
で

あ
る
。
海
外
の
情
報
は
紙
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
足
り
な
い

こ
と
が
多
い
。
現
地
の
留
学
生
の

「
生
の
声
」
を
聴
い
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
他
に
、
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

で
は
、
留
学
生
の
故
郷
の
郷
土
料

理
が
味
わ
え
る
「
各
国
ラ
ン
チ

フ
ェ
ア
」（
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
に

て
開
催
）
や
飲
み
物
片
手
に
、
自

由
に
話
す
「
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」、

日
本
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
。

参
加
者
に
向
け
て

　
最
後
に
葉
佐
さ
ん
は
「
日
本
の

文
化
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
ま
っ

た
く
違
う
文
化
を
見
て
ほ
し
い
で

す
。
ぜ
ひ
、
自
分
で
新
し
い
扉
を

開
き
、
海
外
へ
と
目
を
向
け
て
ほ

し
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

〈
Ｓ
Ｇ
Ｕ
と
は
〉

　
海
外
の
大
学
と
の
連
携
な
ど
を
通

じ
て
、
徹
底
し
た
国
際
化
を
進
め

て
、
世
界
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
を
行

う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
を
重
点
支

援
す
る
た
め
に
文
部
科
学
省
が
創
設

し
た
事
業
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｕ
に
は
、
ト
ッ
プ
型
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
牽
引
型（
実
績
を
基
に
、

新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
牽
引
す
る
大
学
）
の

２
つ
が
あ
る
。
本
学
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
牽
引
型
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
の

詳
細
は
こ
ち
ら

KGニュース

『「伝統である」ことは　　　　
　正当性の保証にはならない』
『「伝統である」ことは　　　　
　正当性の保証にはならない』

論説日進月歩日進月歩
　
先
月
4
日
、
大
相
撲
春
巡
業
の

「
舞
鶴
場
所
」
に
て
土
俵
上
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
た
多
々
見
良
三

市
長
（
67
）
が
、
く
も
膜
下
出
血

で
倒
れ
た
。
市
長
は
病
院
へ
運
ば

れ
、
命
に
別
条
は
な
い
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
一
件
は
、
市
長
の
無

事
で
解
決
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
市
長
が
倒
れ
た
際
、
市
長
の
救

命
措
置
を
行
お
う
と
観
客
席
か
ら

複
数
名
が
土
俵
へ
と
上
が
っ
た
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
た

観
客
だ
が
、
そ
の
観
客
に
対
し
て

「
土
俵
か
ら
降
り
て
く
だ
さ
い
」

と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。
理

由
は
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
観

客
が
女
性
で
あ
っ
た
た
め
だ
。
観

客
席
か
ら
「
女
性
を
土
俵
に
上
げ

て
い
い
の
か
」と
の
声
が
上
が
り
、

行
司
が
「
女
性
の
方
は
土
俵
か
ら

降
り
て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
た
の
だ
と
い
う
。

　
倒
れ
た
市
長
の
救
命
措
置
を

行
っ
て
い
た
女
性
が
土
俵
か
ら
降

り
た
の
ち
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
以
上
に

衝
撃
的
な
出
来
事
が
起
こ
る
。
土

俵
に
大
量
の
塩
が
ま
か
れ
た
の

だ
。
相
撲
協
会
は
「
け
が
の
連
鎖

こ
れ
に
対
し
中
川
市
長
は
「
多
々

見
市
長
と
同
じ
役
職
で
あ
り
な
が

ら
、
土
俵
上
で
あ
い
さ
つ
が
で
き

な
い
の
は
悔
し
い
。
伝
統
は
大
事

だ
が
、
変
え
る
べ
き
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
土
俵

下
で
の
あ
い
さ
つ
中
に
述
べ
た
。

同
じ
市
長
と
い
う
立
場
で
あ
り
な

が
ら
、
た
だ
性
差
ゆ
え
に
待
遇
を

変
え
る
こ
と
は
、
性
差
別
と
呼
ぶ

に
十
分
だ
ろ
う
。

　
加
え
て
、
静
岡
市
で
同
月
８
日

に
開
催
さ
れ
た
「
富
士
山
静
岡
場

所
」
に
お
い
て
、
力
士
が
小
学
生

ら
に
稽
古
を
付
け
る
「
ち
び
っ
こ

相
撲
」
に
、
昨
年
ま
で
は
土
俵
に

上
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た
女

子
児
童
の
参
加
が
拒
否
さ
れ
た
。

理
由
の
説
明
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
ち
ら
に
至
っ
て
は
、
伝
統
で
す

ら
な
い
。説
明
も
な
い
と
な
れ
ば
、

性
差
別
を
指
摘
さ
れ
た
相
撲
協
会

の
幼
稚
な
逆
上
と
と
ら
え
る
の
が

自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
中
川
市
長
も
言
う
よ
う
に
、
確

か
に
伝
統
は
大
切
に
す
べ
き
だ
。

し
か
し
、
人
間
は
差
別
や
迫
害
を

繰
り
返
し
て
お
り
、
少
し
ず
つ
そ

れ
ら
を
取
り
除
き
続
け
て
今
日
に

至
る
。
す
な
わ
ち
、
長
く
続
く
も

の
に
は
そ
れ
だ
け
、
旧
時
代
の
負

の
遺
産
が
内
包
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。
伝
統

を
、
伝
統
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で

正
当
化
す
る
の
は
危
険
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
相
撲
協
会
の
問
題
意
識

の
低
さ
は
、
発
端
と
な
っ
た
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
対
す
る
、
相
撲
協
会
の

八
角
理
事
長
の
コ
メ
ン
ト
に
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。「
人
命
に
か
か
わ

る
状
況
に
は
不
適
切
な
対
応
だ
っ

た
」
と
し
て
謝
罪
し
て
い
る
の
だ

が
、
こ
の
言
い
方
で
は
「
女
性
は

穢
れ
な
の
で
通
常
は
土
俵
に
上
げ

を
防
ぐ
た
め
で
あ
り
、
女
性
軽
視

で
は
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
も
の
の
、
信
じ
る
に
値
す
る
か

は
甚
だ
疑
問
だ
。
こ
の
一
件
は
、

日
本
相
撲
協
会
が
抱
え
る
二
つ
の

腐
敗
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、
人
命
の
軽
視
だ
。

救
命
措
置
は
、
迅
速
さ
が
最
も
重

要
と
な
る
。
救
急
隊
員
が
到
着
す

る
ま
で
に
、
い
か
に
早
く
、
正
確

な
応
急
処
置
を
施
す
か
で
生
存
率

は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
応
急
処
置
を
中
止
さ

せ
た
と
な
れ
ば
そ
れ
は
人
命
の
軽

視
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
相
撲
協
会
の
人
命
軽
視
が
み
ら

れ
る
点
は
、こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

２
０
０
７
年
に
起
き
た
、
親
方
と

兄
弟
子
に
よ
る
新
弟
子
の
殺
害
に

至
る
ま
で
の
集
団
暴
行
や
、
記
憶

に
新
し
い
元
横
綱
日
馬
富
士
に
よ

る
傷
害
事
件
、
さ
ら
に
そ
の
い
ず

れ
も
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
相
撲
協

会
の
対
応
。
こ
の
現
状
を
表
す
た

め
に
、「
腐
敗
」
以
上
に
う
っ
て

つ
け
の
言
葉
は
な
い
。

　
二
つ
目
は
、
伝
統
と
銘
打
っ
て

平
然
と
行
わ
れ
る
性
差
別
だ
。
土

俵
は
女
人
禁
制
が
伝
統
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
明
確
な
理
由
は
不

明
だ
。
有
力
な
説
と
し
て
、
力
士

の
色
欲
を
絶
つ
た
め
、
女
性
の
出

産
や
生
理
を
「
穢
れ
」
と
み
な
し

て
い
る
た
め
、
な
ど
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
前
者
で
あ
っ
て
も
女
人

禁
制
の
正
当
な
理
由
と
は
言
い
が

た
い
が
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
な
お

さ
ら
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
相
撲
協
会
が
起
こ
す

問
題
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。
市
長
が
倒
れ
た
2
日
後
の
6

日
、
同
じ
く
春
巡
業
の
「
宝
塚
場

所
」
に
て
、
女
性
の
市
長
で
あ
る

中
川
智
子
市
長
（
70
）
の
土
俵
上

で
の
あ
い
さ
つ
を
拒
ん
だ
の
だ
。

る
こ
と
は
許
さ
な
い
が
、
男
性
を

助
け
る
た
め
な
ら
特
例
で
上
が
っ

て
も
よ
い
。
今
回
も
そ
う
対
応
す

る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
暗
に
言
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
本
件
に
お
け
る
最
大
の
問
題

は
、
こ
の
組
織
が
公
益
財
団
法
人

で
あ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
杯
も
存

在
す
る
、
い
わ
ば
国
の
お
墨
付
き

団
体
で
あ
る
こ
と
だ
。
日
本
の
国

技
と
し
て
も
、
国
内
外
に
お
い
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。
組
織
の
自
浄

作
用
に
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
公
の
団
体
と
し
て
の
地
位
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　
我
が
国
は
先
進
国
を
自
称
し
て

い
る
が
、
今
回
の
一
件
は
、
と
て

も
先
進
国
の
人
権
感
覚
と
は
思
い

が
た
い
。
公
的
団
体
が
こ
の
あ
り

さ
ま
で
は
、
我
々
の
倫
理
観
も
過

信
は
禁
物
だ
ろ
う
。
今
一
度
我
々

も
自
省
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
人

命
軽
視
と
性
差
別
を
断
固
と
し
て

糾
弾
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。（
Ｈ
・
Ａ
）

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ

Ｕ
」。
今
回
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
５

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う
ち
の
１
つ

で
あ
る
「
協
定
に
基
づ
く
海
外
派

遣
学
生
数
日
本
一
」
に
関
係
す
る

本
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
前
回
は
「
夏
休
み
に
、
留
学
を

体
験
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
観

点
か
ら
、
留
学
の
重
要
性
に
つ
い

て
触
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
留
学

は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の
だ
と
感

じ
て
い
る
学
生
も
多
い
。
そ
こ
で

今
回
は
、大
学
構
内
に
い
な
が
ら
、

留
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」

に
つ
い
て
国
際
教
育
・
協
力
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
の
葉
佐
賢
太

郎
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
と
は

　
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
と
は
年
に
１

度
、
６
月
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
る
、
留
学
生
と
本

学
生
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
企
画
さ
れ
た
、
１
週
間
に
わ

た
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
主
な
企
画
内
容
は
、
留
学
生
に

よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会

や
、
書
道
な
ど
の
日
本
文
化
体
験

で
あ
る
。
留
学
生
と
の
交
流
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
外
国
の
文
化
や

習
慣
、
海
外
か
ら
見
た
日
本
の
印

象
を
知
る
機
会
で
も
あ
る
。

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
の
意
義

　
本
学
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ

Ｇ
Ｕ
と
し
て
認
定
を
受
け
て
お

り
、
国
際
化
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
留
学
生
と
本
学
生
が

交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
以
前
か
ら

開
催
さ
れ
て
き
た
。

　
中
で
も
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
が
主
催
し

て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
ア
ワ
ー
に
は

促
進
す
る
た
め
、
様
々
な
教
員
や

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、
企
画
・
運

営
に
毎
年
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

し
て
、
12
回
目
を
迎
え
る
留
学
生

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
が
ま
た
今
年
も
６
月
に

や
っ
て
く
る
。

「
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
」
と

「
自
国
・
大
学
紹
介
」

　
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
で
中
心
と
な

る
イ
ベ
ン
ト
は
２
つ
あ
る
。
ま
ず

一
つ
目
は
、
６
月
15
日
の
１
時
限

目
、
２
時
限
目
に
行
わ
れ
る
「
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
」
だ
。
こ

の
発
表
会
は
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
が

開
催
さ
れ
る
前
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
も
の
で
、歴
史
が
長
い
。
毎
年
、

30
～
40
人
の
留
学
生
が
こ
の
発
表

会
に
参
加
し
て
い
る
。
ス
ピ
ー
チ

内
容
は
、「
日
本
の
生
活
」
や
、 

「
日
本
の
社
会
」
な
ど
硬
軟
織
り

交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
使
わ
れ
て
い

る
日
本
語
は
初
級
か
ら
超
級
レ
ベ

ル
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
３
分
間

以
内
で
発
表
す
る
。

　
「
最
近
は
、
テ
ー
マ
が
多
様
化

し
て
い
る
の
で
、
聞
い
て
い
る
私

た
ち
も
飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
葉
佐
さ
ん
は
話
す
。
例
年
、

１
時
限
目
、
２
時
限
目
の
比
較
的

早
い
時
間
に
開
催
さ
れ
て
い
る
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
に
は
、
本

学
生
も
観
覧
し
に
く
る
。
ぜ
ひ
、

１
時
限
目
、
２
時
限
目
が
空
い
て

い
る
人
は
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
と
双

璧
を
な
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
中

心
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
「
自
国
・

大
学
紹
介
」
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
海
外
協
定
校
か
ら
の

交
換
留
学
生
た
ち
に
よ
る
自
国
や

出
身
大
学
の
紹
介
を
行
う
。

　
交
換
留
学
や
海
外
旅
行
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
海
外
の

２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
参
加
人
数
が
多
い

た
め
、
参
加
者
の
中
に
は
全
員
が

自
由
に
話
し
、
交
流
す
る
機
会
が

十
分
で
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
と
い
う
。
一
方
、
留
学
生
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
は
、
留
学
生
と
話
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
人
に
こ
そ
来
て
も
ら

い
、
留
学
生
と
の
仲
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
留
学
生
も
本
学
生
と
気

軽
に
話
し
に
く
い
と
感
じ
て
い

る
。
行
動
力
の
あ
る
留
学
生
の
中

に
は
、
自
分
で
サ
ー
ク
ル
を
探

し
て
入
る
人
も
い
る
が
少
数
で
あ

る
。
本
学
生
と
の
間
に
溝
が
生
ま

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
留
学
生

も
多
い
。

　
葉
佐
さ
ん
は
「
こ
う
い
っ
た
本

学
生
や
留
学
生
た
ち
が
交
流
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

目
標
で
す
」
と
意
気
込
む
。

「
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
の
歴
史

　
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
の
歴
史
は
古

く
、
２
０
０
７
年
に
留
学
生
と
本

学
生
の
交
流
を
願
う
教
員
の
声
か

ら
始
ま
っ
た
。
開
始
当
初
は
、
留

学
生
が
母
国
の
料
理
を
作
っ
て
本

学
生
と
食
べ
、
留
学
生
が
日
本

の
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
だ
と
思
う
も
の
に
つ

い
て
話
す
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
１
５
年
か
ら
留

学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
の
運
営
担
当
に

な
っ
た
葉
佐
さ
ん
は
、
留
学
生
Ｗ

Ｅ
Ｅ
Ｋ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
主

旨
で
あ
る
「
本
学
生
と
留
学
生
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
」
に
加
え
、

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
要
素
を
加
え

る
」
と
い
う
思
い
で
内
容
を
練
り

直
し
た
。
留
学
生
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
を
通

じ
、
本
学
生
と
留
学
生
の
交
流
を

第19回追跡!! SGU
校内で異文化交流　　　　　
「留学生WEEK」はいかが
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☆基本情報☆

◦営業時間
　　17：00～

◦住所
　　西宮市松籟荘7−28 
　　　コボリマンション1階

◦TEL
　　0798−39−7410

ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
は
異
分
野
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
私
の
中
で

は
一
連
の
も
の
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
笑
顔
で
語
る
。

　
ア
ジ
ア
の
流
通
市
場
を
研
究
す
る
う
ち
に
、
現
在
で
は
「
地

域
暗
黙
知
」
と
い
う
概
念
に
関
心
が
移
り
つ
つ
あ
る
。
地
域
暗

黙
知
と
は
、
特
定
の
社
会
で
共
有
さ
れ
た
価
値
観
や
規
範
感
覚

を
指
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
し
て
い
る
と
は
い
え
、
最
終

的
に
は
進
出
先
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー
（
地
域
性
）
を
い
か
に
反

映
さ
せ
る
か
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
つ
な
が
る
。
各
地
域
の

人
々
が
当
た
り
前
に
共
有
し
て
い
る
感
覚
「
地
域
暗
黙
知
」
こ

そ
が
、今
後
の
国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
重
要
に
な
る
と
い
う
。

　
「
近
年
は
デ
ー
タ
を
基
に
、
市
場
や
消
費
者
を
普
遍
化
し
て

と
ら
え
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
現
場
に
行
か
な

い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
」と
い
う
の
が
教
授
の
持
論
だ
。

現
場
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
ゼ
ミ
の
指
導
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。

　
最
後
に
、
学
生
に
向
け
て
「
様
々
な
問
題
に
幅
広
く
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。
大
学
で
の
学
び
に
つ
い
て
は
「
卒

業
に
必
要
な
単
位
だ
け
を
取
っ
て
終
わ
る
の
で
は
も
っ
た
い
な

い
。
特
に
多
様
な
教
養
科
目
を
積
極
的
に
受
講
し
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。
視
野
を
広
く
持
つ
姿
勢
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

き
っ
と
役
に
立
つ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

　
商
学
部
の
川
端
教
授
は
、
産
業
立
地
論
や
ア
ジ
ア
市
場
論
、

国
際
流
通
論
を
専
門
と
し
て
い
る
。

　
小
さ
な
頃
か
ら
外
へ
出
か
け
る
こ
と
が
好
き
で
、
登
山
が
趣

味
だ
っ
た
と
い
う
教
授
。「
論
理
的
で
明
快
さ
が
あ
り
、
趣
味

と
も
関
連
性
の
あ
る
地
理
学
に
魅
力
を
感
じ
た
」
と
語
る
。
大

学
時
代
は
、
企
業
立
地
の
空
間
的
な
法
則
性
や
地
域
と
の
関
係

を
考
え
る
、
経
済
地
理
学
の
分
野
に
興
味
を
持
つ
。
教
授
は
商

業
立
地
の
な
か
で
も
、
当
時
研
究
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
卸
売

業
の
立
地
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
る
。
卒
業
論
文
で
は
、
か
つ

て
薬
問
屋
で
栄
え
た
大
阪
・
道
修
町
の
集
積
が
、
郊
外
へ
の
移

転
等
に
よ
り
崩
壊
し
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調
べ
た
。

　
研
究
者
に
な
っ
た
当
初
は
、
経
営
立
地
論
を
専
攻
し
、
製
造

業
も
含
め
た
日
本
企
業
の
立
地
問
題
を
研
究
し
て
い
た
。
や
が

て
１
９
９
０
年
代
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
と
、
日
本
の

小
売
業
や
卸
売
業
が
海
外
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
始

め
る
。
当
時
は
日
米
の
貿
易
摩
擦
が
深
刻
で
、
卸
売
業
の
閉
鎖

性
や
非
効
率
性
が
そ
の
一
因
だ
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
ん
な
卸
売
業
が
な
ぜ
海
外
に
進
出
す
る
の
か
に
関
心
を
も
っ

た
と
い
う
。
こ
の
卸
売
業
の
海
外
で
の
動
向
を
追
う
う
ち
に
、

ア
ジ
ア
の
小
売
業
や
外
食
産
業
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
だ
。「
一
見
す
る
と
、経
済
地
理
学
と
流
通
や
マ
ー

かわばた　もとお

1980年　大阪市立大学文学部史学地理学科卒業
1985年　大阪市立大学大学院文学研究科（経済地理学）

修了
1991年　龍谷大学経営学部専任講師、助教授を経て教授
2001年　博士（経済学）〔大阪市立大学〕
2010年　関西学院大学商学部教授

地域性重視のマーケティングを

川 
端  
基 

夫

商
　

学
　

部

教
　
　
授

vol.16.v

さ
ん
は
「
や
は
り
学
生
に
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
も
ち
ろ
ん

利
益
も
欲
し
い
が
、
何
よ
り
お
客

さ
ん
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
の
が
一

番
う
れ
し
い
」と
情
熱
を
示
し
た
。

　
内
装
に
も
、
そ
の
た
め
の
こ
だ

わ
り
が
見
え
る
。
席
に
仕
切
り
は

な
く
、
客
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
ま
さ
に
宅
飲
み
の
よ
う
な
フ

ラ
ン
ク
さ
が
あ
る
の
だ
。
一
人
で

来
た
客
同
士
が
、
い
つ
の
間
に
か

仲
良
く
杯
を
交
わ
し
て
い
た
り
、

団
体
同
士
が
仲
良
く
な
り
、
店
全

体
で
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
も
多
々

あ
る
と
い
う
。
し
か
し
一
方
で
、

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
非
日

常
感
を
醸
し
出
し
、
た
だ
緩
い
だ

け
の
お
店
で
は
な
く
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も
、
開
店
か

ら
間
も
な
く
人
気
店
と
な
っ
た
大

き
な
一
因
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
高
島
さ
ん
は
「
こ
の

店
を
開
い
て
か
ら
、
僕
が
一
番
楽

し
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
意
気
込

み
を
露
わ
に
し
た
。

　
マ
ス
タ
ー
の
情
熱
が
、
店
中
の

形
あ
る
も
の
に
も
な
い
も
の
に
も

散
り
ば
め
ら
れ
た
「
Ｋ
Ｙ
Ｕ
︱
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
」。
本
学
の
学
生
御
用

達
に
な
る
日
も
近
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。（
Ｈ
・
Ａ
）

紹
介
す
る
。

　
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
マ
ス

タ
ー
の
高
島
駿
さ
ん
。
本
学
の
Ｏ

Ｂ
で
、
軽
音
楽
の
サ
ー
ク
ル
に
所

属
し
て
い
た
と
い
う
。
開
店
の

き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
高
島
さ
ん

は
「
自
分
が
学
生
の
時
、
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
お
酒
を
飲
む
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
お

金
に
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
誰

か
の
家
で
飲
む
宅
飲
み
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
昔
の
自
分
の
よ
う

な
学
生
で
も
気
軽
に
行
け
る
店
が

あ
る
と
い
い
と
思
い
、開
店
し
た
」

と
語
る
。

　
高
島
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
確

か
に
価
格
は
い
ず
れ
も
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
だ
。
人
気
メ
ニ
ュ
ー
「
ト
マ

ト
お
で
ん
」
の
な
か
で
も
、
高
島

さ
ん
お
す
す
め
の
「
ベ
ー
コ
ン
ト

マ
ト
チ
ー
ズ
巾
着
」
は
税
込
み
で

１
５
０
円
、
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

は
全
て
２
８
０
円
と
、
格
安
と

な
っ
て
い
る
。

　
価
格
を
抑
え
た
分
、
当
然
原
価

率
は
高
く
な
る
。
そ
れ
で
も
高
島

　
隠
れ
家
を
思
わ
せ
る
、
少
し
奥

ま
っ
た
立
地
。
し
か
し
扉
を
開
け

れ
ば
、
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
思

わ
せ
る
、
そ
れ
で
い
て
陽
気
な
内

観
が
目
に
入
る
。
木
の
板
で
作
ら

れ
た
看
板
に
書
か
れ
た
店
「
洋
風 

酒
場
　
Ｋ
Ｙ
Ｕ
︱
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｉ

（
キ
ュ
ー
カ
ン
ビ
）」
の
文
字
が
目

印
。
今
回
は
、
先
月
4
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
に
も
関
わ
ら

ず
、
話
題
沸
騰
中
の
こ
の
お
店
を

　
更
に
自
身
の
体
調
以
外
に
も
問

題
は
山
積
み
で
あ
っ
た
。
世
界
初

の
有
人
宇
宙
飛
行
を
成
し
遂
げ
た

ソ
連
は
宇
宙
開
発
競
争
に
先
ん
じ

て
い
た
う
え
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
に

よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
安
全
は
脅
か

さ
れ
、
次
の
世
界
大
戦
が
起
こ
る

か
も
し
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　
だ
が
、
何
度
も
入
退
院
を
繰
り

返
し
な
が
ら
も
一
つ
一
つ
問
題
を

解
決
し
、
彼
は
彼
自
身
と
ア
メ
リ

カ
の
夢
を
語
り
、
そ
れ
に
向
か
っ

か
っ
た
。

　
ケ
ネ
デ
ィ
と
い
え
ば
快
活
な
好

青
年
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
現
存
す

る
写
真
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、
実

際
の
彼
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
多
く
の

病
気
を
患
う
病
弱
な
体
質
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
生
ま
れ
つ
き
背
骨
に

障
害
を
持
ち
、
激
痛
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
議

員
時
代
に
は
背
骨
の
手
術
後
に
昏

睡
状
態
へ
陥
り
、
生
死
の
境
を
さ

ま
よ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
多
く
の
選
択
肢
が
あ
る
中
で
、

あ
え
て
高
い
壁
に
挑
戦
す
る
の

は
、
そ
れ
を
選
ぼ
う
と
す
る
こ
と

自
体
が
難
し
い
も
の
だ
。

　
「
我
々
は
10
年
以
内
に
月
へ
行

く
。
容
易
だ
か
ら
で
は
な
い
。
困

難
だ
か
ら
そ
う
す
る
の
だ
」
と
述

べ
た
の
は
、
第
35
代
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
大
統
領
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ

デ
ィ
だ
。
多
く
の
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
彼
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
道
の

り
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な

て
歩
み
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
１
９
６
２
年
に
彼
が
こ
の
言
葉

を
話
し
て
か
ら
7
年
後
、
人
類
は

月
面
へ
と
降
り
立
ち
、
宇
宙
へ
の

大
い
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
偉

業
を
目
に
す
る
こ
と
な
く
凶
弾
に

倒
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、

そ
の
言
葉
は
死
後
も
ア
メ
リ
カ
に

受
け
継
が
れ
、
21
世
紀
の
世
界
へ

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
多
く
の
選
択
肢
が
広
が
る
大
学

生
活
で
、
簡
単
な
目
標
を
立
て
る

の
は
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
。だ
が
、

あ
え
て
困
難
な
目
標
を
選
ん
で
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
の
先
に
新
た
な
道

が
開
け
る
は
ず
だ
。
ま
ず
は
一
歩

を
踏
み
出
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は

小
さ
く
と
も
、
き
っ
と
あ
な
た
に

と
っ
て
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
に

違
い
な
い
。（
Ｈ
・
Ｎ
）

『
我
々
は
10
年
以
内
に
月
へ
行
く
。

　
容
易
だ
か
ら
で
は
な
い
。

　
困
難
だ
か
ら
そ
う
す
る
の
だ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
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言
葉
の
誤
用
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
確
信
犯
」
と
い

う
語
彙
が
あ
る
。
も
と
は
ド
イ
ツ
の
刑
法
学
者
が
提
唱
し
た
法
律
用
語

だ
そ
う
で
、「
自
分
の
道
徳
的
・
宗
教
的
・
政
治
的
な
信
念
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
犯
罪
」
を
意
味
す
る
の
だ
が
、
日
本
で
は
「
悪
い
と
分
か
っ

て
い
な
が
ら
な
さ
れ
る
犯
罪
・
行
為
」
と
い
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多 

い
。
所
謂
誤
用
で
あ
る
。
こ
の
誤
用
は
不
思
議
な
も
の
で
、
考
え
て
み

る
と
実
は
、「
悪
い
と
分
か
ら
な
い
で
悪
い
こ
と
を
す
る
人
」
は
な
か
な

か
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
大
抵
の
人
は
、
ど
ん
な
動
機
で
行
為
し
よ
う
と
、
そ
の
行
為
自
体
が

悪
い
か
ど
う
か
の
判
断
は
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
な
る
と
日
本
に

お
け
る
「
確
信
犯
」
の
概
念
は
、
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
も
の
と
は
思
え

な
い
。「
悪
い
こ
と
を
す
る
」
中
に
、「
悪
い
と
分
か
っ
て
い
る
」
こ
と

が
内
在
さ
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、
我
々
に

と
っ
て
は
自
然
な
語
彙
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
の「
確
信
犯
」の
概
念
は
、

意
味
で
は
な
く
前
提
な
の
だ
ろ
う
。「
悪
い
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
な
さ

れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、他
の
特
殊
な
要
素
が
見
出
さ
れ
た
と
き
、

我
々
は
「
確
信
犯
」
と
表
現
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
行
為

に
よ
る
リ
ス
ク
リ
タ
ー
ン
の
不
釣
り
合
い
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
行
為
に

よ
る
結
果
に
対
す
る
、
行
為
者
と
周
囲
の
人
々
の
予
見
の
ギ
ャ
ッ
プ
で

あ
っ
た
り
が
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
具
体
例
を
出
す
と
長
く
な

る
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
で
お
く
。

　
概
念
の
問
題
を
さ
て
お
く
な
ら
ば
、
次
な
る
問
題
は
、
誤
用
の
普
及

度
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
、
言
葉
は
正
し
く
使
っ
た
ほ
う

が
良
い
。
意
味
の
取
り
違
い
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
で
、
円
滑
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
確
信
犯
」を
筆
頭
に
、

一
部
の
言
葉
は
誤
用
の
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
が
な
も

の
か
。

　
私
は
誤
用
が
一
般
的
で
あ
っ
て
も
、
無
理
に
正
す
必
要
は
な
い
と
い

う
立
場
で
あ
る
。
確
か
に
、言
葉
は
本
来
の
意
味
で
扱
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

し
か
し
、
会
話
し
て
い
る
者
の
間
で
、
意
味
の
統
一
が
自
覚
的
・
無
自

覚
的
に
取
れ
て
い
て
、
会
話
が
成
立
し
て
い
る
な
ら
ば
、
誤
用
で
あ
っ

て
も
そ
の
有
効
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
学
問

的
な
世
界
で
誤
用
を
す
れ
ば
眉
を
顰
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
日
常
で
は

個
人
や
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
意
味
の
統
一
が
取
れ
て
い
れ
ば
都
合
が
良

い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
問
題
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
幸
い
に
も
、
日
本
の
「
確
信
犯
」
に
お
い
て
は
、
法
律
用
語

の
ほ
う
を
知
っ
て
い
て
、
誤
用
の
ほ
う
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
珍

し
い
。
要
は
両
方
の
意
味
を
把
握
し
て
い
る
者
が
、
場
に
よ
っ
て
合
わ

せ
れ
ば
解
決
す
る
。「
誤
用
」
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
本
来

と
は
異
な
っ
た
意
味
で
ま
か
り
通
っ
て
い
る
言
葉
は
、
全
く
新
し
い
意

味
が
作
ら
れ
た
だ
け
で
、
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら

は
誤
用
で
も
何
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

『「
確
信
犯
」
の
誤
用
』

重
枝
和
盛
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決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
美
し
く
正

確
に
演
技
で
き
る
か
を
競
う
も

の
、
障
害
馬
術
と
い
う
障
害
物
を

飛
び
越
え
、
減
点
や
タ
イ
ム
を
競

う
も
の
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と

い
う
森
の
中
を
走
り
、
障
害
物
を

飛
び
越
え
る
も
の
の
3
つ
が
あ
り

ま
す
。

新
：
障
害
を
越
え
る
も
の
以
外
も

あ
る
の
で
す
ね
！
長
期
休
暇
は
ど

う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

田
：
活
動
日
時
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
厩
舎
で
２
泊
３
日
程
度
の

夏
合
宿
は
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
新

入
生
に
活
動
内
容
を
集
中
し
て
覚

え
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
ね
。

新
：
厩
舎
に
泊
ま
れ
る
の
で
す

ね
！
部
員
の
仲
も
よ
い
の
で
は
？

田
：
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

す
。
し
か
し
、
活
動
に
は
真
剣
に

向
き
合
う
と
い
っ
た
、
メ
リ
ハ
リ

が
あ
る
の
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

新
：
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
と
こ

ろ
で
、
馬
術
と
い
う
と
、
や
は
り

経
験
者
が
多
い
の
で
は
？

田
：
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
部
員
の
半
数
は
大
学
か
ら
で

す
。
馬
術
は
、
初
心
者
で
も
活
躍

で
き
ま
す
し
、
監
督
や
コ
ー
チ
も

Ｏ
Ｂ
な
の
で
安
心
し
て
練
習
で
き

ま
す
。

新
：
半
数
が
初
心
者
と
は
！
す
る

と
、
田
中
さ
ん
も
大
学
か
ら
始
め

ら
れ
た
の
で
す
か
？

田
：
そ
う
で
す
。
私
は
大
学
で
ス

ポ
ー
ツ
、
中
で
も
異
色
な
ス
ポ
ー

ツ
が
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

に
、
動
物
も
好
き
だ
っ
た
の
で
動

物
と
触
れ
合
え
る
と
こ
ろ
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
馬

術
部
に
行
き
つ
き
ま
し
た
。

新
：
確
か
に
、
部
活
動
で
動
物
と

触
れ
合
え
る
の
は
、
馬
術
部
さ
ん

だ
け
で
す
ね
。
最
後
に
関
学
生
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
：
馬
術
は
人
と
動
物
、
言
葉
が

通
じ
な
い
な
か
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
演
技
を
す
る

競
技
で
す
。
ま
た
、
乗
馬
ク
ラ
ブ

で
は
か
な
り
料
金
が
か
か
り
ま
す

が
、
馬
術
部
で
は
格
安
で
た
く
さ

ん
乗
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、
動
物
好
き
の
方

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
体
験
乗

馬
は
い
つ
で
も
や
っ
て
い
る
の
で

ぜ
ひ
ご
連
絡
を
！
（
Ａ
・
Ｍ
）

　
体
育
会
馬
術
部
の
田
中
敦
也
さ
ん

（
商
・
３
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

新
聞
総
部
（
以
下
、
新
）：
ま
ず
、

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
中
さ
ん
（
以
下
、
田
）：
馬
術

部
の
活
動
は
、月
曜
日
以
外
で
す
。

朝
の
７
時
に
厩き

ゅ
う
し
ゃ舎
に
集
合
し
、
午

前
中
に
部
活
動
が
終
わ
り
ま
す
。

ま
ず
、
乗
馬
を
す
る
人
と
厩
舎
で

掃
き
掃
除
や
桶
洗
い
な
ど
の
作
業

を
す
る
人
に
分
か
れ
ま
す
。
こ
の

サ
イ
ク
ル
は
毎
日
変
わ
り
、
学
年

関
係
な
く
乗
馬
が
楽
し
め
ま
す
。

新
：
乗
馬
を
す
る
人
は
ど
の
よ
う

な
練
習
を
さ
れ
る
の
で
す
か
？

田
：
歩
法
と
い
う
速
度
の
異
な
る

3
種
類
の
馬
の
歩
き
方
や
、
回
転

運
動
な
ど
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

土
日
に
は
障
害
物
を
出
し
て
障
害

飛
越
の
練
習
も
し
ま
す
。
参
加
す

る
大
会
で
は
、
馬
場
馬
術
と
い
う

体育会馬術部
vol.22vol.22

競
技
だ
。
短
刀
側
と
徒
手
側
を
交

代
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
90
秒
で
試

合
を
行
う
。
技
の
効
果
に
よ
っ
て

ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、
最
終
的

に
ポ
イ
ン
ト
の
多
い
選
手
が
勝
利

す
る
も
の
だ
。

　
合
気
道
部
は
、
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
第
48
回
全
日
本
学
生
合
気

道
競
技
大
会
に
て
、
史
上
初
の

男
女
と
も
に
団
体
優
勝
を
果
た

し
た
。
新
体
制
の
乱
取
男
子
チ
ー

ム
を
率
い
た
の
は
、
副
将
の
上
山

裕
太
さ
ん
（
法
・
４
）
だ
。
合

気
道
部
の
幹
部
の
中
で
も
、
副
将

は
乱
取
競
技
が
最
も
強
い
選
手
が

就
く
。
上
山
さ
ん
の
幹
部
と
し
て

の
意
地
が
栄
光
の
道
を
切
り
開
い

た
。

　
「
選
手
の
中
に
は
、
き
れ
い
に

技
を
掛
け
た
い
と
思
う
人
も
い
る

が
、
ま
ず
は
勝
つ
こ
と
を
徹
底
し

た
」
と
上
山
さ
ん
は
振
り
返
る
。

上
山
さ
ん
は
オ
ー
ダ
ー
も
含
ん
だ

戦
略
を
練
っ
て
、
大
会
へ
と
挑
ん

だ
。
ポ
イ
ン
ト
制
の
乱
取
競
技
で

は
、
0.5
ポ
イ
ン
ト
で
も
多
い
側
が

勝
つ
。
上
山
さ
ん
は
ポ
イ
ン
ト
が

多
く
入
る
「
一
本
」
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
少
し
で
も
ポ
イ
ン
ト
が
入
る

場
外
へ
の
押
し
出
し
な
ど
も
重
ね

る
策
を
選
ん
だ
。
上
山
さ
ん
自
身

も
全
試
合
で
勝
利
す
る
こ
と
で
流

れ
を
作
り
、
泥
臭
い
戦
い
の
末
に

チ
ー
ム
は
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
合
気
道
部
は
、
昨
年
９
月
に
幹

部
交
代
が
行
わ
れ
た
。
体
制
が
代

わ
っ
た
直
後
の
大
会
で
あ
る
た

め
、
上
山
さ
ん
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
た
。「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

も
注
目
し
て
い
る
大
会
で
、
最
も

大
事
な
自
分
た
ち
の
結
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
」と
、喜
び
を
語
っ

た
。

　
上
山
さ
ん
が
合
気
道
部
へ
と
入

部
し
た
の
は
、
先
輩
か
ら
の
勧
誘

文
句
だ
っ
た
と
い
う
。「
大
学
か

ら
、
初
心
者
か
ら
で
も
日
本
一
を

目
指
せ
る
」。
体
育
会
の
な
か
で

も
特
に
初
心
者
が
多
い
た
め
、
学

生
へ
の
門
戸
が
広
い
の
が
特
徴
だ

と
上
山
さ
ん
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

最
後
に
、
合
気
道
で
は
「
相
手
と

気
を
合
わ
せ
る
」
こ
と
が
一
番
大

切
だ
と
上
山
さ
ん
は
い
う
。「
自

分
勝
手
だ
と
技
は
か
か
ら
な
い
。

乱
取
競
技
も
同
じ
だ
。
部
と
い
う

組
織
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
こ
と

を
考
え
て
動
く
人
が
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
べ
た
」
と
、
合
気
道
部
で
の
活

動
を
振
り
返
っ
た
。

　
合
気
道
部
の
次
の
大
会
は
６
月

だ
。
こ
れ
が
上
山
さ
ん
た
ち
４
回

生
最
後
の
大
会
と
な
る
。
副
将
と

い
う
幹
部
の
意
地
、
最
後
ま
で
貫

き
続
け
て
ほ
し
い
。（
Ａ
・
Ｍ
）

　
日
本
の
武
道
の
一
つ
に
合
気
道

が
あ
る
。
数
多
く
の
流
派
が
あ
る

が
、
大
半
の
流
派
は
決
め
ら
れ
た

型
を
行
う
稽
古
が
中
心
で
、
試
合

を
行
わ
な
い
。
そ
ん
な
中
、
本
学

体
育
会
合
気
道
部
（
以
下
、
合
気

道
部
）
は
「
乱
取
競
技
」
と
呼
ば

れ
る
試
合
を
行
う
流
派
に
も
所
属

し
て
い
る
。

　
乱
取
競
技
は
、
１
対
１
の
個
人

♯29．体育会合気道部 副将
上山　裕太さん（法・４）

体育会馬術部
部員数：13名
創部年：1930年
活動日：月曜日を除く午前中
部　室：第３フィールド
　　　　（アメリカンフットボール場横）
連絡先：atsuya8974@gmail.com
　　　　080−6121−9377
HP：https://kg-equestrian.jimdo.com/
Twitter：@KG_equestrian
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5 K.G. studio

　
言
葉
の
誤
用
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
確
信
犯
」
と
い

う
語
彙
が
あ
る
。
も
と
は
ド
イ
ツ
の
刑
法
学
者
が
提
唱
し
た
法
律
用
語

だ
そ
う
で
、「
自
分
の
道
徳
的
・
宗
教
的
・
政
治
的
な
信
念
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
犯
罪
」
を
意
味
す
る
の
だ
が
、
日
本
で
は
「
悪
い
と
分
か
っ

て
い
な
が
ら
な
さ
れ
る
犯
罪
・
行
為
」
と
い
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多 

い
。
所
謂
誤
用
で
あ
る
。
こ
の
誤
用
は
不
思
議
な
も
の
で
、
考
え
て
み

る
と
実
は
、「
悪
い
と
分
か
ら
な
い
で
悪
い
こ
と
を
す
る
人
」
は
な
か
な

か
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
大
抵
の
人
は
、
ど
ん
な
動
機
で
行
為
し
よ
う
と
、
そ
の
行
為
自
体
が

悪
い
か
ど
う
か
の
判
断
は
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
な
る
と
日
本
に

お
け
る
「
確
信
犯
」
の
概
念
は
、
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
も
の
と
は
思
え

な
い
。「
悪
い
こ
と
を
す
る
」
中
に
、「
悪
い
と
分
か
っ
て
い
る
」
こ
と

が
内
在
さ
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、
我
々
に

と
っ
て
は
自
然
な
語
彙
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
の「
確
信
犯
」の
概
念
は
、

意
味
で
は
な
く
前
提
な
の
だ
ろ
う
。「
悪
い
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
な
さ

れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、他
の
特
殊
な
要
素
が
見
出
さ
れ
た
と
き
、

我
々
は
「
確
信
犯
」
と
表
現
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
行
為

に
よ
る
リ
ス
ク
リ
タ
ー
ン
の
不
釣
り
合
い
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
行
為
に

よ
る
結
果
に
対
す
る
、
行
為
者
と
周
囲
の
人
々
の
予
見
の
ギ
ャ
ッ
プ
で

あ
っ
た
り
が
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
具
体
例
を
出
す
と
長
く
な

る
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
で
お
く
。

　
概
念
の
問
題
を
さ
て
お
く
な
ら
ば
、
次
な
る
問
題
は
、
誤
用
の
普
及

度
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
、
言
葉
は
正
し
く
使
っ
た
ほ
う

が
良
い
。
意
味
の
取
り
違
い
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
で
、
円
滑
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
確
信
犯
」を
筆
頭
に
、

一
部
の
言
葉
は
誤
用
の
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
が
な
も

の
か
。

　
私
は
誤
用
が
一
般
的
で
あ
っ
て
も
、
無
理
に
正
す
必
要
は
な
い
と
い

う
立
場
で
あ
る
。
確
か
に
、言
葉
は
本
来
の
意
味
で
扱
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

し
か
し
、
会
話
し
て
い
る
者
の
間
で
、
意
味
の
統
一
が
自
覚
的
・
無
自

覚
的
に
取
れ
て
い
て
、
会
話
が
成
立
し
て
い
る
な
ら
ば
、
誤
用
で
あ
っ

て
も
そ
の
有
効
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
学
問

的
な
世
界
で
誤
用
を
す
れ
ば
眉
を
顰
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
日
常
で
は

個
人
や
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
意
味
の
統
一
が
取
れ
て
い
れ
ば
都
合
が
良

い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
問
題
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
幸
い
に
も
、
日
本
の
「
確
信
犯
」
に
お
い
て
は
、
法
律
用
語

の
ほ
う
を
知
っ
て
い
て
、
誤
用
の
ほ
う
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
珍

し
い
。
要
は
両
方
の
意
味
を
把
握
し
て
い
る
者
が
、
場
に
よ
っ
て
合
わ

せ
れ
ば
解
決
す
る
。「
誤
用
」
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
本
来

と
は
異
な
っ
た
意
味
で
ま
か
り
通
っ
て
い
る
言
葉
は
、
全
く
新
し
い
意

味
が
作
ら
れ
た
だ
け
で
、
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら

は
誤
用
で
も
何
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

『「
確
信
犯
」
の
誤
用
』

重
枝
和
盛

　 今 回 のK.G.studioは 部 室 だ よ り とK.G. 
PEOPLEです。部室だよりでは体育会馬術部
の田中敦也さんに、K.G.PEOPLEでは体育会
合気道部副将の上山裕太さんに話を聞きまし
た。

決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
美
し
く
正

確
に
演
技
で
き
る
か
を
競
う
も

の
、
障
害
馬
術
と
い
う
障
害
物
を

飛
び
越
え
、
減
点
や
タ
イ
ム
を
競

う
も
の
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と

い
う
森
の
中
を
走
り
、
障
害
物
を

飛
び
越
え
る
も
の
の
3
つ
が
あ
り

ま
す
。

新
：
障
害
を
越
え
る
も
の
以
外
も

あ
る
の
で
す
ね
！
長
期
休
暇
は
ど

う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

田
：
活
動
日
時
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
厩
舎
で
２
泊
３
日
程
度
の

夏
合
宿
は
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
新

入
生
に
活
動
内
容
を
集
中
し
て
覚

え
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
ね
。

新
：
厩
舎
に
泊
ま
れ
る
の
で
す

ね
！
部
員
の
仲
も
よ
い
の
で
は
？

田
：
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

す
。
し
か
し
、
活
動
に
は
真
剣
に

向
き
合
う
と
い
っ
た
、
メ
リ
ハ
リ

が
あ
る
の
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

新
：
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
と
こ

ろ
で
、
馬
術
と
い
う
と
、
や
は
り

経
験
者
が
多
い
の
で
は
？

田
：
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
部
員
の
半
数
は
大
学
か
ら
で

す
。
馬
術
は
、
初
心
者
で
も
活
躍

で
き
ま
す
し
、
監
督
や
コ
ー
チ
も

Ｏ
Ｂ
な
の
で
安
心
し
て
練
習
で
き

ま
す
。

新
：
半
数
が
初
心
者
と
は
！
す
る

と
、
田
中
さ
ん
も
大
学
か
ら
始
め

ら
れ
た
の
で
す
か
？

田
：
そ
う
で
す
。
私
は
大
学
で
ス

ポ
ー
ツ
、
中
で
も
異
色
な
ス
ポ
ー

ツ
が
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

に
、
動
物
も
好
き
だ
っ
た
の
で
動

物
と
触
れ
合
え
る
と
こ
ろ
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
馬

術
部
に
行
き
つ
き
ま
し
た
。

新
：
確
か
に
、
部
活
動
で
動
物
と

触
れ
合
え
る
の
は
、
馬
術
部
さ
ん

だ
け
で
す
ね
。
最
後
に
関
学
生
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
：
馬
術
は
人
と
動
物
、
言
葉
が

通
じ
な
い
な
か
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
演
技
を
す
る

競
技
で
す
。
ま
た
、
乗
馬
ク
ラ
ブ

で
は
か
な
り
料
金
が
か
か
り
ま
す

が
、
馬
術
部
で
は
格
安
で
た
く
さ

ん
乗
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、
動
物
好
き
の
方

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
体
験
乗

馬
は
い
つ
で
も
や
っ
て
い
る
の
で

ぜ
ひ
ご
連
絡
を
！
（
Ａ
・
Ｍ
）

　
体
育
会
馬
術
部
の
田
中
敦
也
さ
ん

（
商
・
３
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

新
聞
総
部
（
以
下
、
新
）：
ま
ず
、

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
中
さ
ん
（
以
下
、
田
）：
馬
術

部
の
活
動
は
、月
曜
日
以
外
で
す
。

朝
の
７
時
に
厩き

ゅ
う
し
ゃ舎
に
集
合
し
、
午

前
中
に
部
活
動
が
終
わ
り
ま
す
。

ま
ず
、
乗
馬
を
す
る
人
と
厩
舎
で

掃
き
掃
除
や
桶
洗
い
な
ど
の
作
業

を
す
る
人
に
分
か
れ
ま
す
。
こ
の

サ
イ
ク
ル
は
毎
日
変
わ
り
、
学
年

関
係
な
く
乗
馬
が
楽
し
め
ま
す
。

新
：
乗
馬
を
す
る
人
は
ど
の
よ
う

な
練
習
を
さ
れ
る
の
で
す
か
？

田
：
歩
法
と
い
う
速
度
の
異
な
る

3
種
類
の
馬
の
歩
き
方
や
、
回
転

運
動
な
ど
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

土
日
に
は
障
害
物
を
出
し
て
障
害

飛
越
の
練
習
も
し
ま
す
。
参
加
す

る
大
会
で
は
、
馬
場
馬
術
と
い
う

体育会馬術部
vol.22vol.22

競
技
だ
。
短
刀
側
と
徒
手
側
を
交

代
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
90
秒
で
試

合
を
行
う
。
技
の
効
果
に
よ
っ
て

ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、
最
終
的

に
ポ
イ
ン
ト
の
多
い
選
手
が
勝
利

す
る
も
の
だ
。

　
合
気
道
部
は
、
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
第
48
回
全
日
本
学
生
合
気

道
競
技
大
会
に
て
、
史
上
初
の

男
女
と
も
に
団
体
優
勝
を
果
た

し
た
。
新
体
制
の
乱
取
男
子
チ
ー

ム
を
率
い
た
の
は
、
副
将
の
上
山

裕
太
さ
ん
（
法
・
４
）
だ
。
合

気
道
部
の
幹
部
の
中
で
も
、
副
将

は
乱
取
競
技
が
最
も
強
い
選
手
が

就
く
。
上
山
さ
ん
の
幹
部
と
し
て

の
意
地
が
栄
光
の
道
を
切
り
開
い

た
。

　
「
選
手
の
中
に
は
、
き
れ
い
に

技
を
掛
け
た
い
と
思
う
人
も
い
る

が
、
ま
ず
は
勝
つ
こ
と
を
徹
底
し

た
」
と
上
山
さ
ん
は
振
り
返
る
。

上
山
さ
ん
は
オ
ー
ダ
ー
も
含
ん
だ

戦
略
を
練
っ
て
、
大
会
へ
と
挑
ん

だ
。
ポ
イ
ン
ト
制
の
乱
取
競
技
で

は
、
0.5
ポ
イ
ン
ト
で
も
多
い
側
が

勝
つ
。
上
山
さ
ん
は
ポ
イ
ン
ト
が

多
く
入
る
「
一
本
」
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
少
し
で
も
ポ
イ
ン
ト
が
入
る

場
外
へ
の
押
し
出
し
な
ど
も
重
ね

る
策
を
選
ん
だ
。
上
山
さ
ん
自
身

も
全
試
合
で
勝
利
す
る
こ
と
で
流

れ
を
作
り
、
泥
臭
い
戦
い
の
末
に

チ
ー
ム
は
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
合
気
道
部
は
、
昨
年
９
月
に
幹

部
交
代
が
行
わ
れ
た
。
体
制
が
代

わ
っ
た
直
後
の
大
会
で
あ
る
た

め
、
上
山
さ
ん
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
た
。「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

も
注
目
し
て
い
る
大
会
で
、
最
も

大
事
な
自
分
た
ち
の
結
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
」と
、喜
び
を
語
っ

た
。

　
上
山
さ
ん
が
合
気
道
部
へ
と
入

部
し
た
の
は
、
先
輩
か
ら
の
勧
誘

文
句
だ
っ
た
と
い
う
。「
大
学
か

ら
、
初
心
者
か
ら
で
も
日
本
一
を

目
指
せ
る
」。
体
育
会
の
な
か
で

も
特
に
初
心
者
が
多
い
た
め
、
学

生
へ
の
門
戸
が
広
い
の
が
特
徴
だ

と
上
山
さ
ん
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

最
後
に
、
合
気
道
で
は
「
相
手
と

気
を
合
わ
せ
る
」
こ
と
が
一
番
大

切
だ
と
上
山
さ
ん
は
い
う
。「
自

分
勝
手
だ
と
技
は
か
か
ら
な
い
。

乱
取
競
技
も
同
じ
だ
。
部
と
い
う

組
織
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
こ
と

を
考
え
て
動
く
人
が
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
べ
た
」
と
、
合
気
道
部
で
の
活

動
を
振
り
返
っ
た
。

　
合
気
道
部
の
次
の
大
会
は
６
月

だ
。
こ
れ
が
上
山
さ
ん
た
ち
４
回

生
最
後
の
大
会
と
な
る
。
副
将
と

い
う
幹
部
の
意
地
、
最
後
ま
で
貫

き
続
け
て
ほ
し
い
。（
Ａ
・
Ｍ
）

　
日
本
の
武
道
の
一
つ
に
合
気
道

が
あ
る
。
数
多
く
の
流
派
が
あ
る

が
、
大
半
の
流
派
は
決
め
ら
れ
た

型
を
行
う
稽
古
が
中
心
で
、
試
合

を
行
わ
な
い
。
そ
ん
な
中
、
本
学

体
育
会
合
気
道
部
（
以
下
、
合
気

道
部
）
は
「
乱
取
競
技
」
と
呼
ば

れ
る
試
合
を
行
う
流
派
に
も
所
属

し
て
い
る
。

　
乱
取
競
技
は
、
１
対
１
の
個
人

♯29．体育会合気道部 副将
上山　裕太さん（法・４）

体育会馬術部
部員数：13名
創部年：1930年
活動日：月曜日を除く午前中
部　室：第３フィールド
　　　　（アメリカンフットボール場横）
連絡先：atsuya8974@gmail.com
　　　　080−6121−9377
HP：https://kg-equestrian.jimdo.com/
Twitter：@KG_equestrian
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　2016年春の入学式において、配布されたビ
ラによって新入生や大学職員が負傷する事故が発
生した。以前より、勧誘活動を行う学生らの混乱
に巻き込まれ、式の開始時間までにたどり着けな
い新入生がいるとの問題もあった。正門から式場
となる総合体育館までの動線確保と混乱防止のた
め、翌2017年春の入学式より、新入生への勧誘
活動やビラの配布行為が禁止された。
　ただし、勧誘活動については中央芝生内でのみ
認められた。団体紹介や連絡先の交換など、新入
生との対面接触については認められたが、ビラを
使用した勧誘活動は一切禁止された。混雑防止の
ため、中央芝生内に入れる各団体の勧誘者は一度
に４名までとした。式が終了する15時以降は、
中央芝生外でも勧誘活動が可能となった。
　なお、代替措置として、各学生団体のビラをま
とめた「クラブ・サークル新入生勧誘冊子」を学
生連盟が作成し、全新入生に配布した。

勧誘活動の規制とは？入学式当日の
勧誘活動規制

を問う

緊急報告

　学生連盟本部本部長の湊雅哉さん
（教・３）に、学生連盟としての当
日の対応や、今後の展望を聞いた。
　まず、入学式当日は最大10人の学
生連盟本部の本部員が、中央芝生内
外で巡回をしていた。ビラの配布な
ど違反行為を行う団体に対しては、
見つけ次第注意喚起を行った。何度
も注意喚起を受けるなど悪質な事例
に対しては、団体の名前と連絡先を
聞くようにしていたという。入学式
の２日間で、違反行為は20件前後に
も上っている。
　ただ、違反行為を行う団体に対し
て、特に罰則のような規定を設けな
かった。また、ビラの判別が難しく、

　学生による自治を掲げる本学であ
るが、この入学式はその限界を感じ
させるものとなった。少なくとも、
自治により決定した規則を、事前に
抗議を出すこともなく、ただ自団体
の利益のために軽んじる学生に、自
律が必須となる自治が可能だとは考
え難い。
　学生各々が自制と自律ができない
のであれば、学生が自治権という権
力を持つにふさわしくないと言え
る。学生連盟も、自身の権限のみで
解決を図ることが困難なのであれ
ば、学生側から大学に協力を要請す
べきではなかったのか。
　また、大学側の主張である「式の
進行がスムーズであった」という
ことは、当たり前である。けがす

　今回はスポーツ・文化課の方、学
生課の方に取材を行った。入学式当
日の職員は、中央芝生の外や甲東園
駅、学園花通りなどで安全管理と誘
導をしていたという。
　今回の取材では、大学側は現段階
で規制の強化は考えていないと話
す。また、大学側が最も重視してい
るのは、新入生の安全管理と入学式
の円滑な運営ということだった。
　スポーツ・文化課の方は「規制が
実施される以前までは、学生が新入
生めがけて大勢で押しかけていた。
規制によって少人数で動くように
なったので、悪質な勧誘や新入生の
遅延は激減した」と話した。学生課
の方も同様に「確かに違反はあった
が、以前よりすごくスムーズに入学

　実際に学生連盟本部員として取り
締まりに当たった私の所感として
は、一部学生の幼稚さが際立つ結果
になったということだ。違反行為を
行う団体は、大きく二つに分かれて
いた。違反行為と自覚しているか、
否かである。
　前者に対しては、高等教育を終え
た、近く社会人となる人間、および
その集団として当然身に着けている
べき管理能力が欠如していると言わ
ざるを得ない。もちろん、実際に違
反行為した団体にすべての非がある
わけではないのかもしれないが、や
はりどこかに、大学にて「教養」を
学ぶに至らない人間が存在している

団体側にビラではないと言い張られ
ると、踏み込んだ対応はできなかっ
た。公認団体に対しては勧誘活動の
禁止や、大学側との協議の上で団体
の活動停止といった厳しい措置を取
ることもできる。だが、サークル等
の未登録団体への対応が一律の規制
を難しくさせている。
　本部員と大学職員の間に対応の差
が生じていたのも事実だ。本部員と
はいえ、学生同士で指摘し合うこと
への限界もある。全体でのミーティ
ングが設定されなかったことも影響
しているのかもしれない。
　在校生への規制の周知に加えて、
来年以降は新入生に対してもビラの
配布が禁止されていることを知らせ
ていきたいとした。

式や各学部でのオリエンテーション
が行えている」と振り返る。
　また、今回の規制違反団体に対
する対応については、学生連盟と
の協議次第とのことだった。両氏
との会話からは「学生自身による
規制の意味の理解と組織内での徹
底、学生の代表である学生連盟の
働きかけにも期待したい」という
思いが感じられた。
　大学側もHPやSNS、各団体への
チラシの配布を行い、規制の周知
を図った。しかし、規制が守られ
ていないということは、幹部しか
内容を熟知していない団体や、規
制自体を知らない団体だったのか
もしれない。学生連盟には大学側
と密に連携の上で規制の周知を徹
底し、勧誘機会の平等公平化を期
待する。

学生連盟側に聞く大学側に聞く

本部員の証言 取材を終えて… ら発生した、一昨年までが異常だっ
たのだ。
　このありさまでは、学生自治は建
前に過ぎないと言われかねない。確
かに、徐々に改善に向かってはいる
が、まだ十分ではない。自身が規則
を遵守するのは当然のこと、規則違
反を見逃してはならない。我々は、
自治を行う権力者である。その象徴
ともいえる学生連盟の、来年の働き
に期待したい。

ことには変わりない。
　後者については、高等教育以前、
すなわち義務教育で学ぶべき倫理
観が備わっていない学生がいるこ
とに対し、もはや嘆くことしかで
きない。中には「ほかの団体もやっ
ている」と、反論と呼ぶことすら
はばかられる世迷い事を述べる団
体も存在した。倫理観の欠乏ゆえ
に、その学生が周囲からの失望や
不信感を買うことは自己責任の範
囲だ。しかし、他人、特に何も知
らない新入生をその犠牲にしない
でいただきたい。受けた勧誘が違
反と知らず、そんな先輩たちの背
中を追いかけ４年間を過ごしてし
まう新入生がいるかと思うと、憤
りが収まらない。

↑大学側による規制告知ポスター

↑入学式当日はビラ配布の違反行為が多く
見受けられた


